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本
年
度
よ
り
、
制
度
の
改
正
に
伴
い
、
番
町
小
学
校
及
び
番
町
幼
稚
園

の
校
園
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
番
町
小
学
校
の
第
31
代
校
長

と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
こ
と
を
、
こ
こ
に
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
校
は
、
本
年
の
12
月
4
日
に
創
立
1
5
4
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の

長
い
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
た
校
風
と
伝
統
を
継
承
す
る
た
め
に
、
全
教
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
努
力
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
そ
の
成
果
は
、
番
町
小

学
校
の
新
た
な
歴
史
の
一
頁
を
刻
む
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

本
校
一
階
に
あ
る
記
念
資
料
室
に
は
、
明
治
時
代
か
ら
の
番
町
小
学
校

の
歴
史
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
貴
重
な
展
示
は
、
同
窓
会
の
皆
様

を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
方
々
の
御
尽
力
に
よ
っ
て
実
現
し
ま
し
た
。
私

は
、
時
を
忘
れ
て
一
つ
一
つ
の
展
示
に
見
入
る
中
で
、
番
町
小
学
校
の
歴

史
と
未
来
を
後
世
へ
継
承
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
い
た
し
ま

し
た
。

　

1
5
0
周
年
記
念
行
事
の
際
に
は
、
東
京
都
知
事 

小
池
百
合
子
様
よ

り
御
祝
辞
を
賜
り
、
そ
の
中
で
「
明
治
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
、
令
和
と

い
う
長
い
年
月
の
中
、
幾
多
の
困
難
を
克
服
し
、
多
く
の
人
材
を
輩
出
し

て
き
た
そ
の
歴
史
は
、
時
代
を
先
取
り
し
た
教
育
の
大
切
さ
を
示
し
て
い

ま
す
」
と
強
調
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
お
言
葉
は
、
こ
れ
か
ら
の

教
育
の
方
向
性
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
改
め
て
そ
の
責
任
の
重
さ
を
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
本
校
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
教
育
目
標
の
「
考
え
る
子　

思
い

や
る
子　

や
り
ぬ
く
子
」
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
る
子
供
た
ち
を
応
援

し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
６
年
度
卒
業
生
72
名
が

同
窓
会
に
入
会
さ
れ
ま
し
た

新
任
学
校
長
（
幼
稚
園
長
兼
務
）
ご
挨
拶

番
町
小
学
校
　
校
長

美み

越こ
し

　

英ひ
で

宣の
り

令
和
7
年
4
月
着
任



令
和
7
年　
学
年
幹
事
会　
報
告

令
和
7
年　

6/15
㈰　

14
時
～
16
時　

番
町
小
学
校　

3
階　

ラ
ン
チ
ル
ー
ム

出
席
者　

20
名　

議
決
権
行
使
・
委
任
状　

40
名

第
1
号
議
案　
　

令
和
6
年
度
事
業
報
告

第
2
号
議
案　
　

令
和
6
年
度
決
算
報
告
・
監
査
報
告

第
3
号
議
案　
　

令
和
7
年
度
事
業
計
画

第
4
号
議
案　
　

令
和
7
年
度
予
算

議
案
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
た
。

令
和
6
年
度
　
事
業
報
告

・
学
年
幹
事
会　

令
和
6
年　

6/23
㈰　

・
事
務
局
会
議
・
会
報
委
員
会

　
　

令
和
6
年　

4/28
・
5/23
・
8/18　

令
和
7
年　

3/21
・
3/29

・
55
歳
以
上
対
象
同
窓
会
O
―

55　

令
和
6
年　

12/1
㈰

　
　

番
町
小
学
校
講
堂　

1
1
0
名
参
加

・
学
生
対
象
同
窓
会
U
―

20　

令
和
7
年　

3/29
㈯

　
　

番
町
小
学
校
講
堂　

80
名
参
加

・
会
報
22
号
発
行
及
び
発
送
（
印
刷
7
、0
0
0
部
、
発
送
6
、0
0
0
通
）

（
在
校
生
・
教
職
員
4
5
0
通
）

・
同
期
会
、
ク
ラ
ス
会
へ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ　
（
会
報
の
原
稿
謝
礼
）　

3
件

・
同
窓
会
H
P
運
営　

記
事
の
更
新
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
希
望
を
H
P
上
で
受
付

・
名
簿
管
理

・
番
町
小
学
校
行
事
出
席
（
入
学
式
・
運
動
会
・
学
芸
会
・
卒
業
式
）

・
地
域
・
愛
育
会
行
事
へ
の
協
力
（
番
町
こ
ど
も
会
・
夏
季
ラ
ジ
オ
体
操
）

・
記
念
資
料
室
整
備
（
校
旗
の
修
復
・
沿
革
史
パ
ネ
ル
設
置
）

令
和
6
年
度　

収
入

年
会
費　

6
9
4
名　

1
、4
4
2
、0
0
0
円

寄
付　
　

2
2
3
名　

1
、9
3
5
、0
0
0
円

　
　

合
計　
　

3
、3
7
7
、0
0
0
円　

　
　

入
会
金　

72
名　

7
‌2
、0
0
0
円

令和6年度　決算報告

番町こども会に参加

日枝神社山王祭　傳田校長先生

20歳以下の同窓会



令
和
7
年
度
　
事
業
計
画

・
学
年
幹
事
会　
　
　

令
和
7
年　

6/15
㈰　

14
時
～
16
時

・
執
行
部
・
事
務
局
会
議
、
U
―

20
、
創
立
記
念
日
懇
親
会　

な
ど　

・
記
念
資
料
室
整
備

・
会
報
23
号
の
発
行
及
び
発
送

・
同
期
会
、
ク
ラ
ス
会
へ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
（
開
催
費
用
の
一
部
補
助
）

・
同
窓
会
Ｈ
Ｐ
更
新

・
名
簿
管
理

・
番
町
小
学
校
行
事
へ
の
参
加

・
地
域
・
愛
育
会
行
事
へ
の
参
加

・
そ
の
他　

本
会
目
的
を
推
進
す
る
た
め
の
事
業

１１．．収収入入のの部部

令令和和77年年度度予予算算 令令和和77年年度度予予算算関関係係摘摘要要 令令和和66年年度度決決算算 令令和和66年年度度予予算算

前期繰越金 951,042 757,663 757,663

卒業生入会金 70,000 令和７年度卒業生70名×1,000円 72,000 70,000

年会費・寄付 1,800,000 会費+寄付 3,377,000 1,800,000

雑収入 30,000 イベント参加費など 214,000 30,000

利息 2,000 定額貯金満期利息など 3,825 2,000

事業準備引当金取
崩 0 定額貯金　満期金 200,000 1,000,000

収入合計 2,853,042 4,624,488 3,659,663

２２．．支支出出のの部部

令令和和77年年度度予予算算 令令和和77年年度度予予算算関関係係摘摘要要 令令和和66年年度度決決算算 令令和和66年年度度予予算算

活動費 500,000
学年会補助、U-20、卒業記念品、卒業アル
バム、会議お茶代など 292,676 400,000

通信費 950,000 会報送付、各種案内送付 858,651 800,000

印刷事務費 300,000 封筒作成、文房具、文書作成 230,266 250,000

会報作成費 500,000 会報第23号 484,000 500,000

慶弔費 20,000 弔電、香典、生花 8,740 20,000

ＨＰ関係費 40,000 HP　年管理運営費 31,592 40,000

備品費 30,000 資料室備品 98,620 30,000

修繕費 100,000 PC機器、資料室備品修繕 154,000 20,000

雑費 10,000 振込手数料他 4,400 20,000
事業準備引当金
組入 300,000 定額貯金　新規積立 500,000 1,500,000

予備費 103,042 1,010,501 79,663

次期繰越金 ー 951,042 0

支出合計 2,853,042 4,624,488 3,659,663

上上記記をを令令和和７７年年度度予予算算ととししてて提提出出ししまますす。。
各各科科目目のの予予算算額額にに過過不不足足がが生生じじたた場場合合はは、、会会長長のの承承認認をを条条件件ととししてて相相互互にに流流用用ででききるる                                                                            
ももののととすするる。。

会会計計 古古澤澤正正夫夫　　　　　　　　

本本木木京京子子

令令和和７７年年度度予予算算

令令和和77年年55月月66日日

・�

落
語
家
立
川
志
ら
く
師
匠
の

父
方
の
祖
父
・
近
代
灸
治
療

の
元
祖　

深
谷
伊
三
郎
（
明

治
45
年
度
卒
）
が
番
町
小
学

校
の
卒
業
生
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ヒ
ス
ト
リ
ー
」

の
ス
タ
ッ
フ
が
記
念
資
料
室

に
取
材
に
来
ま
し
た
。
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
の
牛
山
真
一
さ
ん

も
卒
業
生
（
昭
和
47
年
度

卒
）
で
、
懐
か
し
い
資
料
を

ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ＮＨＫのＴＶ番組「ファミリーヒストリー」の取材

・�

1
5
3
周
年
に
あ
た
る
令
和

6
年
、「
55
歳
以
上
で
集
ま

ろ
う
！
」
で
の
企
画
は

1
0
0
名
余
り
の
参
加
者
！

「
新
橋
亭
」
の
本
格
中
華
を

ケ
ー
タ
リ
ン
グ
で
楽
し
み
つ

つ
、『
ド
リ
ン
ク
片
手
に
学

年
の
壁
を
跨
ぐ
交
流
』
は
、

笑
顔
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

母
校
と
の
一
体
感
に
包
ま
れ

る
記
念
日
の
歌
〽
明
治
4
年

の
～
と
、
校
歌
〽
我
ら
が
か

ざ
せ
る
～
の
懐
か
し
い
調
べ

が
心
底
沁
み
ま
し
た
。

55 歳以上対象同窓会　Ｏｖｅｒ　５５



* 年会費（年 2000 円）とご寄付をいただきまして誠にありがとうございます。
�同窓会の全ての活動が円滑にすすめられておりますのも、ひとえに皆様のご理解とご支援によるものと、心
より感謝申し上げます。

令和 6年度（2024.4/1～2025.3/31）　寄付者　ご芳名
� （敬称略）

氏名 ID 金額
湖山泰成 S42―213 1,000,000
山本直巳
（ご逝去） S22―210 30,000

並木克己 S40―428 20,000
相川菊美 S41―142 20,000
西岡芳文 S44―127 20,000
山崎安泰 S28―128 18,000
杉　大次郎 S29―122 15,000
石原　修 S46―303 10,000
降旗　宏之 S46―124 10,000
降旗　史子 S19―331 10,000
松尾一也 S34―619 10,000
豊島快兒 S41―224 10,000
米澤龍太郎 S63―124 10,000
浜田敏男 S41―530 10,000
河野元嗣 S47―315 10,000
三ツ木　宏 S40―533 10,000
杉村憲司 S40―519 10,000
歌田勝弘 S12―206 10,000
高梨直樹 S56―216 10,000
鳥居　明 S41―226 10,000
林　潤洙 S44―130 10,000
後藤麻佑 H09―122 10,000
山田素行 S54―424 10,000
渡辺知明 S48―428 10,000
高橋　遠 S37―425 10,000
星野雅信 S42―228 10,000
川村知重 S31―212 8,000
坪内文生 S33―425 8,000
遠藤英樹 S63―106 8,000
成川　澄 S46―226 8,000
新井　巌 S30―202 8,000
吉岡　璋 S30―361 8,000
降旗健人 S16―445 8,000
松本豊和 S35―235 8,000
宮入　守 S36―634 8,000
下島公明 S44―526 8,000
猪口雄二 S41―504 8,000
清水規昭 S59―211 8,000
戸倉章博 S42―528 8,000
酒井吉郎 S30―321 8,000
川並孝純 S53―107 8,000
北村　正 S44―414 8,000
田原　績 S45―424 6,000
柳橋　讓 H01―323 6,000
山岸敏子 S33―340 5,000
杉村光嗣 H07―413 5,000
杉村賢吾 H08―209 5,000
末光晃子 S33―142 5,000
石川隆一 S41―106 5,000
菊池宏信 S59―305 5,000

氏名 ID 金額
板橋瑛太郎 R01―206 5,000
板橋旺真 R03―105 5,000
板橋碧泉 H29―103 5,000
泉　浄 S40―348 5,000
馬場黎子 S37―449 5,000
山城健二 S63―122 5,000
渡邊愛佐 H20―231 5,000
桃原侑平 H18―125 3,000
荒川秀夫
（ご逝去） S23―101 3,000

原　美鈴 S42―246 3,000
佐藤泰広 S51―415 3,000
柳澤洋美 S50―139 3,000
草刈隆郎 S26―218 3,000
柳澤仁那 H27―231 3,000
世耕行夫 S43―520 3,000
杉村信寿 S44―117 3,000
岡野洋三 S41―209 3,000
野中和子 S35―444 3,000
佐藤理恵子 S46―250 3,000
今福　潔 S43―304 3,000
乗杉輝彦 S41―427 3,000
石橋義通 S42―504 3,000
岡田衛生 S08―334 3,000
前川和弘 S28―124 3,000
新妻普宣 S59―119 3,000
五宝訓光 S38―215 3,000
植芝恭子 S35―157 3,000
岡本幸憲 S33―111 3,000
小池郷子 S41―545 3,000
杉田　隆 S41―121 3,000
小野里輝夫 S21―123 3,000
木村仁美 S42―347 3,000
知野光雄 S35―319 3,000
三木信子 S41―149 3,000
山田眞之助 S42―236 3,000
横溝陽一 S41―135 3,000
和田高士 S43―543 3,000
長束成博 S42―426 3,000
大石義和 S42―204 3,000
宮脇信介 S47―131 3,000
井上善雄 S51―407 3,000
福山正和 S33―131 3,000
山田有真 R04―233 3,000
常間地　力 S50―212 3,000
篠原敏修 S35―220 3,000
山岡照吾 S30―133 3,000
斉藤太治 S59―307 3,000
中山康子 S40―446 3,000
石黒麻利子 S48―243 3,000
對間康二郎 S51―120 3,000

氏名 ID 金額
對間啓人 H24―215 3,000
田原純子 S49―440 3,000
片山照敏 S44―409 3,000
久保川幹夫 S43―511 3,000
松岡慶昌 S24―120 3,000
金　民世 S50―109 3,000
松橋裕祉 S30―129 3,000
中山久子 S44―453 3,000
徳永尚文 S41―524 3,000
塚脇愛理 H19―230 3,000
塚脇彩加 H22―220 3,000
塚脇朱梨 H24―129 3,000
鮫島和子 S33―346 3,000
長岡　真 S44―329 3,000
明石　顕 H01―101 3,000
明石　学 S61―101 3,000
荒木　淳 S42―303 3,000
吉田　仁 S37―539 3,000
坂本　歩 S48―411 3,000
殿塚恭朗 S40―325 3,000
佐々木深雪 S44―444 3,000
金澤賢一 S58―310 3,000
秋元寿明 S38―401 3,000
長谷川知栄 H08―110 3,000
三上喜貴 S39―533 3,000
相川太希 R01―201 3,000
相川大知 H27―201 3,000
坪倉　栄 S44―548 3,000
岡本佳士 R05―207 3,000
齋藤慧星 H28―212 3,000
井上直紀 H24―108 3,000
井上拓紀 H27―106 3,000
大井誠一 S40―406 3,000
小野亮介 H18―112 3,000
井上良夫 S33―305 3,000
金子康雄 S40―108 3,000
服部篤彦 S49―226 3,000
板澤葉子 S36―646 3,000
服部達彦 S59―217 3,000
正木美樹子 S20―930 3,000
北村　晋 S41―514 3,000
杉山充洋 S60―112 3,000
海老原順子 S42―342 3,000
浅原寛人 S41―301 2,000
高島博志 S41―518 2,000
山地平二郎 S33―531 2,000
藤本　操 S38―328 2,000
市川建美 S32―102 2,000
田中貴子 S55―235 2,000
田中千景 H26―117 2,000
田中佑長 H24―321 2,000

氏名 ID 金額
田中資雅 H28―111 2,000
今津幸雄 S40―104 2,000
飯吉雅子 S28―137 2,000
笠木　俊 S34―445 2,000
松島貴美子 S50―137 1,000
市村有紀子 S61―131 1,000
市村美桜子 H28―203 1,000
齋藤　旬 R04―211 1,000
布村定雄 S24―108 1,000
布村行雄 S56―122 1,000
布村文雄 S58―319 1,000
藤野宗孝 S36―527 1,000
横山英貴 S42―534 1,000
曽根康司 S59―311 1,000
遠藤　彰 S42―406 1,000
小倉裕貴 H20―305 1,000
小倉あかり H24―113 1,000
伊藤　力 S38―504 1,000
藤井　摂 S52―123 1,000
住田英夫 S28―313 1,000
尾原愛理彩 H28―901 1,000
本間　暁 S60―419 1,000
黒須篤夫 S42―110 1,000
長山和枝 S28―334 1,000
磯貝しま S20―917 1,000
斉藤裕康 S38―316 1,000
土方　純 S38―226 1,000
島村隆一 S31―218 1,000
上間琉乙心 R03―117 1,000
上間結心 R01―237 1,000
大嶋幸子 S33―249 1,000
額田麻倫子 S32―350 1,000
引田瑞穂 S38―426 1,000
中山義喜 H16―224 1,000
元田順子 S33―452 1,000
大塚朝治 S20―146 1,000
田中啓子 S18―318 1,000
森　勇乃祐 H24―229 1,000
丸山一義 S59―421 1,000
平木孝治 S20―158 1,000
武田昌男 S60―317 1,000
齋藤　遼 R04―212 500
藤田元頼 R04―137 500
匿名 29 名 97,000

1,935,000 円



　

2
0
2
5
年
4
月
5
日
（
土
）
に
古
希
を
迎
え
た
ク

ラ
ス
会
を
桜
が
綺
麗
に
咲
く
市
ヶ
谷
駅
近
く
の
グ
ラ
ン

ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
で
、
17
名
の
参
加
を
得
て
、
幹
事
中
村

君
、
杉
田
君
、
三
木
（
旧
姓
佐
藤
）
さ
ん
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

久
々
の
参
加
者
と
し
て
は
、
遠
く
は
福
岡
か
ら
冨
田

君
、
佐
久
間
君
、
西
川
さ
ん
の
参
加
を
得
て
、
昔
を
懐

か
し
む
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
達
と
同
じ
歳
（
大
学
は
A
F
S
留
学
の
た
め
1
年

下
）
の
竹
内
ま
り
や
が
50
歳
を
越
え
た
2
0
0
6
年
に

「
五
十
路
を
越
え
た
」
と
「
人
生
の
扉
」
と
題
し
て

歌
っ
た
時
か
ら
、
早
く
も
20
年
近
く
が
経
ち
、
そ
の
時

　

東
京
の
桜
満
開
宣
言
の
あ
っ
た
、
3
月
30
日
（
日
）

12
時
よ
り
、
半
年
振
り
に
ク
ラ
ス
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
番
町
小
学
校
、
麴
町
中
学
校
と
進
学
し
た

多
く
の
仲
間
の
思
い
出
の
地
、
麴
町
通
り
の
海
鮮
居
酒

屋
に
、
お
店
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

前
回
は
、
横
浜
だ
っ
た
の
で
、
少
人
数
で
し
た
が
、

今
回
は
、
15
名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
出
席
者
が
固

定
さ
れ
て
き
て
は
お
り
ま
す
が
、
今
回
は
、
昨
年
末
連

絡
が
と
れ
、
初
め
て
参
加
で
き
た
女
子
が
い
て
、
彼
女

は
、
途
中
転
校
し
た
た
め
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
に
載
っ
て

い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
14
人
の
同
級
生
に
温
か
く
迎

え
入
れ
ら
れ
、
と
て
も
感
激
し
て
く
れ
て
い
た
の
が
、

ク
ラ
ス
会
・
同
期
会
報
告

昭
和
41
年
度
卒
6
年
1
組
の�

�

ク
ラ
ス
会
報
告

昭
和
41
年
度
卒
　
横
溝 

陽
一

「
し
の
ぶ
会
」
開
催
報
告�

�

昭
和
38
年
度
6
年
3
組

大
堀 

貴
子

は
、
彼
女
が
50
代
はN

ice

と
言
っ
て
、
70
歳
代
は
、

A
ll Right

と
言
っ
た
歳
ま
で

い
つ
の
間
に
か
来
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

次
回
は
私
達
の
卒
業
60
周

年
と
な
る
2
0
2
7
年
4
月

3
日
（
土
）
13
時
か
ら
、
神

野
君
と
西
川
さ
ん
と
私
が
幹

事
と
な
っ
て
、
銀
座
交
詢
社

で
ク
ラ
ス
会
を
開
く
予
定
で

す
。

印
象
的
な
ク
ラ
ス
会
で
し
た
。

　

当
日
お
誕
生
日
の
男
子
が

い
て
、
彼
が
ク
ラ
ス
最
後
の

73
歳
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な

年
齢
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
次
回
は
、
9
月
28
日

（
日
）
と
決
め
、
こ
の
人
数

が
減
る
こ
と
な
く
、
再
び
、

元
気
な
顔
を
見
せ
る
こ
と
が

出
き
る
よ
う
に
と
、
約
束
し

て
散
会
し
ま
し
た
。

　

2
0
2
5
年
3
月
6
日
北
京
カ
オ
ヤ
ー
店
銀
座
店
に

お
い
て
同
期
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
3
組
4
名
、
4
組

2
名
、
5
組
10
名
、
合
計
で
16
名
が
集
ま
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

日
頃
か
ら
ま
ず
は
気
楽
に
L
I
N
E
グ
ル
ー
プ
を
作

ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
5
組
で
そ
れ
を
試
し
て
み
ま

し
た
。
ル
ー
ル
は
単
純
。
1
人
が
「
こ
ん
な
会
し
た
い

の
で
す
が
、
も
し
よ
か
っ
た
ら
参
加
し
て
く
だ
さ
い
」

と
L
I
N
E
で
つ
ぶ
や
き
ま
す
。
不
参
加
の
場
合
に
は

返
信
は
不
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
が
あ
る
と
そ

の
時
に
集
ま
れ
る
メ
ン
バ
ー
が
気
楽
に
集
ま
れ
ま
す
。

幹
事
の
手
間
は
省
け
ま
す
。

　

そ
ん
な
わ
け
で
5
組
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の
ト
ラ

イ
。
5
組
で
は
20
名
が
L
I
N
E
グ
ル
ー
プ
（
高
岸
先

生
グ
ル
ー
プ
）
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ゴ
ル
フ
部
も

で
き
ま
し
た
。
3
組
も
集
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
4
組
も
。
そ
こ
で
現
在
同
期
会
（
高
杉
校
長
先
生
グ

昭
和
38
年
度
同
期
会
の
開
催
報
告�

�

天
野 

隆

ル
ー
プ
）
の
L
I
N
E

グ
ル
ー
プ
は
31
名
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
1
組
と
2
組
の
人

に
も
参
加
し
て
も
ら
い

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は

「
何
を
し
て
い
る
と
イ

キ
イ
キ
し
て
い
る

か
？
」
自
己
紹
介
と
と

も
に
シ
ェ
ア
を
し
ま
し

た
。
素
敵
な
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
な
り
ま
し

た
。
も
し
同
期
の
人
が
い
た
ら
気
楽
に
メ
ー
ル
を
く
だ

さ
い
。
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
はam

ano1031@
legacy.�

ne.jp

で
す



　

令
和
7
年
1
月
18
日
（
土
）
に
竹
馬
会
が
5
組
浜
田

敏
男
君
経
営
の
八
重
洲
龍
名
館
東
京
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
龍
名
館
の
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
は
和
食
を

主
体
と
し
た
も
の
で
古
希
の
私
た
ち
に
は
う
っ
て
つ
け

で
し
た
。

　

参
加
者
は
20
名
、
う
ち
女
子
は
4
人
。
参
加
男
子
の

ほ
と
ん
ど
は
竹
馬
会
に
皆
勤
で
さ
ら
に
そ
の
大
半
は

個
々
に
食
事
会
や
温
泉
旅
行
を
企
画
し
て
旧
交
を
あ
た

た
め
、
老
後
の
生
活
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
女
子
4
人
に
つ
い
て
、
磯
部
（
旧
姓　

浦

野
）
さ
ん
は
男
子
同
様
ほ
と
ん
ど
皆
勤
で
い
わ
ば
竹
馬

会
の
ア
イ
ド
ル
で
す
。
藤
野
（
旧
姓　

福
水
）
さ
ん
は

静
岡
県
在
住
で
今
回
は
都
合
を
つ
け
て
参
加
し
て
く
れ

ま
し
た
。
若
い
こ
ろ
に
静
岡
、
牧
之
原
に
移
住
し
、
陶

器
制
作
に
没
頭
し
て
い
ま
し
た
が
、
結
婚
を
機
に
農
業

の
手
伝
い
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

四
ツ
谷
、
若
葉
の
中
村
（
旧
姓　

渡
邉
）
さ
ん
は
祭
り

「
竹
馬
会
」
昭
和
41
年
度
卒
2
組�

�

幹
事
代
行
　
豊
島 

快
兒

好
き
の
旦
那
さ
ん
と
須
賀
神
社
の
年
に
一
度
の
大
祭
を

中
心
に
生
活
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
し
て
富
澤
康
子

さ
ん
、
彼
女
は
卒
業
以

來
、
竹
馬
会
に
初
め
て
出

席
し
ま
し
た
。
富
澤
さ
ん

は
女
子
医
大
病
院
の
お
医

者
さ
ん
で
数
年
前
に
退
職

し
た
そ
う
で
す
。
ち
ょ
う

ど
今
回
の
竹
馬
会
の
数
か

月
前
に
世
間
を
騒
が
し
た

元
理
事
長
の
話
を
面
白
お

か
し
く
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
2
次
会
、
3
次
会
と
場
所
を
か
え
て
、
午

後
6
時
頃
に
お
開
き
に
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
、
古
希
を
迎
え
た
昭
和
41
年
度
同
期
会
を
、

令
和
7
年
5
月
17
日
（
土
）
龍
名
館
お
茶
ノ
水
に
て
開

催
し
ま
し
た
。
当
日
の
出
席
者
は
、
1
組
1
名
、
2
組

10
名
、
3
組
12
名
、
4
組
9
名
、
5
組
12
名
、
計
44
名

で
し
た
。
1
組
は
こ
の
ひ
と
月
前
に
ク
ラ
ス
会
を
開
催

し
て
お
り
、
幹
事
一
人
の
参
加
に
な
り
ま
し
た
。
私
た

昭
和
41
年
度
卒
　
古
希
同
期
会�

�

2
組
　
豊
島 

快
兒

ち
の
同
期
会
は
20

数
年
前
に
開
催
さ

れ
て
以
来
で
す
。

当
日
は
龍
名
館
の

お
い
し
い
食
事
に

舌
鼓
を
打
ち
な
が

ら
、
旧
交
を
深
め

ま
し
た
。

広
告
コ
ー
ナ
ー
始
め
ま
し
た
‼
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百
年
前
の
同
窓
会
誌
と
名
簿
が
出
現
！

　

歴
史
を
誇
る
番
町
小
学
校
で
す
が
、
同
窓
会
の
歴
史
に
つ
い
て
は
実
は
よ
く
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
創
立
五
〇
年
・
六
五
年
の
時
に
は
立
派
な
記
念
誌
が
作
ら
れ
、

同
窓
会
の
名
義
で
寄
付
や
協
賛
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
同
窓
会
の
組
織

や
構
成
に
つ
い
て
は
何
も
書
き
残
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
戦
後
校
長
を
勤
め
ら
れ
た

高
杉
新
作
先
生
の
回
想
『
江
戸
更
紗
』（
一
九
七
四
）
に
よ
る
と
、
同
窓
会
長
は
校

長
が
兼
務
し
て
預
か
っ
て
い
た
の
を
、
創
立
八
〇
周
年
で
戦
後
復
興
を
祝
し
、
昭
和

天
皇
を
お
招
き
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
に
、
山
地
三
平
氏
に
同
窓
会
の
運
営
を
委

ね
、
戦
後
最
初
の
会
長
に
な
っ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

隣
の
学
区
だ
っ
た
永
田
町
小
学
校
で
は
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
三
月
に
校
章

に
ち
な
ん
だ
『
か
が
み
』
と
い
う
同
窓
会
誌
が
発
刊
さ
れ
て
お
り
、
た
ま
た
ま
古
書

店
で
実
物
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
富
士
見
小
学
校
で
は
戦
前
の
父

兄
会
の
継
続
刊
行
物
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
古
書
市
の
目
録
に
出
て
い
る
の
を
見
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。（
高
額
だ
っ
た
の
で
入
手
は
あ
き
ら
め
ま
し
た
）
そ
れ
よ
り
規

模
・
人
数
の
大
き
い
番
町
で
も
、
何
か
そ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
想
像
は
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
も
の
を
知
る
卒
業
生
に
は
出
会
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
昨
年
三
月
、
大
黒
香
織
さ
ん
と
い
う
方
か
ら
、
お
祖
母
様
（
島
村
順

子
・
旧
姓
大
倉
）
の
遺
品
が
発
見
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
、
資
料
を
一
括
し
て
学
校
に

寄
贈
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
島
村
さ
ん
は
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）

三
月
の
卒
業
生
で
す
。
卒
業
記
念
写
真
帖
や
作
文
な
ど
と
一
緒
に
、
昭
和
二
年
（
一

九
二
七
）
十
二
月
付
の
同
窓
生
名
簿
と
、
翌
年
一
月
に
刊
行
さ
れ
た
同
窓
会
誌
『
か

を
り
』
の
創
刊
号
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
驚
き
ま
し
た
。

　

当
時
の
番
町
小
学
校
を
と
り
ま
く
状
況
を
考
え
て
み
る
と
、
大
正
九
年
（
一
九
二

〇
）
に
盛
大
な
創
立
五
〇
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
た
翌
々
年
の
七
月
に
木
造
校

舎
が
漏
電
に
よ
り
全
焼
し
ま
す
。
そ
れ
を
受
け
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
新
校

舎
が
建
設
さ
れ
ま
す
が
、
竣
工
目
前
の
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
に
関
東
大
震
災

が
起
こ
り
、
建
設
中
の
校
舎
の
被
害
は
免
れ
た
も
の
の
、
竣
工
は
翌
年
三
月
に
延
期

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
混
乱
が
あ
っ
た
た
め
か
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に
は
、
創
立
六
〇
周

年
を
記
念
す
る
事
業
は
行
わ
れ
ず
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
に
な
っ
て
、
創
立

六
五
周
年
と
い
う
変
則
的
な
年
に
記
念
式
典
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
四
年
（
一

九
二
九
）
秋
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
始
ま
っ
た
世
界
大
恐
慌
の
影
響
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
も
想
像
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
発
見
さ
れ
た
同
窓
会
誌
と
名
簿
は
、
大
恐
慌
直
前
、
新
校
舎
の
運
営
が
軌
道

に
乗
り
、
創
立
六
〇
周
年
を
準
備
し
よ
う
か
と
い
う
よ
う
な
時
期
に
、
支
援
態
勢
を

整
え
る
た
め
の
準
備
作
業
と
し
て
進
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

多
忠
烈
氏
に
よ
る
同
窓
会
誌
発
刊
の
辞
に
よ
る
と
、
番
町
同
窓
会
は
創
立
五
〇
周

年
に
あ
た
っ
て
再
興
さ
れ
、
そ
の
後
男
子
部
・
女
子
部
に
分
か
れ
て
活
動
し
て
い
た

も
の
を
、
こ
の
た
び
合
同
し
て
一
つ
の
同
窓
会
に
し
た
と
の
こ
と
。
名
簿
の
最
初
に

は
同
窓
会
会
則
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
会
長
は
校
長
が
兼
務
し
、
主
事
は
教
職

員
、
幹
事
は
同
窓
生
男
女
各
五
名
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
同
窓
会
は
学
校
主
体
の
運

営
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

同
窓
会
誌
に
は
、
同
窓
生
か
ら
寄
稿
さ
れ
た
興
味
深
い
記
事
が
集
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
追
っ
て
御
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

番
町
小
学
校
に
強
い
母
校
愛
を
抱
き
、
貴
重
な
資
料
を
守
り
残
し
て
く
だ
さ
っ
た

故
島
村
順
子
さ
ま
、
そ
し
て
そ
の
想
い
を
受
け
継
い
で
母
校
に
伝
え
て
下
さ
っ
た
孫

の
大
黒
香
織
さ
ま
に
、
同
窓
会
を
代
表
し
て
厚
く
感
謝
を
さ
さ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
西
岡
芳
文
）



　

平
成
13
年
4
月
1
日
、
区
役
所
で
入
区
式
を
終
え
、
当
時

の
校
園
長
先
生
で
い
ら
し
た
青
木
靖
先
生
に
導
か
れ
く
ぐ
っ

た
番
町
の
正
門
。「
今
日
か
ら
こ
こ
で
、
子
ど
も
の
頃
か
ら

の
夢
だ
っ
た
教
員
人
生
が
ス
タ
ー
ト
す
る
の
だ
な
。」
と
感

慨
深
く
見
上
げ
た
桜
が
今
で
も
胸
に
浮
か
び
ま
す
。
ご
縁
あ

り
、
平
成
13
年
～
平
成
17
年
、
平
成
27
年
～
平
成
31
年
、
そ

し
て
、
こ
の
度
令
和
7
年
か
ら
3
度
目
の
番
町
へ
の
着
任
と

な
り
ま
し
た
。

な
り
ま
し
た
。
学
校
の
イ
ベ
ン
ト
に
ニ
コ
ニ
コ
堂
の
小
林
様
か
ら
消
し
ゴ
ム
・
鉛
筆

等
の
文
具
を
景
品
と
し
て
ご
寄
付
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
文
具
だ
け
で
な

く
黄
色
い
通
学
帽
や
梅
の
校
章
が
表
誌
に
印
刷
さ
れ
た
各
教
科
の
ノ
ー
ト
、
学
年
カ

ラ
ー
の
バ
ッ
ジ
等
、
学
校
生
活
に
必
要
な
も
の
も
扱
っ
て
い
ま
し
た
。
店
主
の
小
林

勝
彦
様
（
昭
和
13
年
度
卒
業
）
は
、
小
学
生
の
頃
、
穏
や
か
で
人
望
も
厚
く
、
相
撲

に
見
識
も
あ
り
相
撲
大
会
で
は
名
行
司
で
し
た
。
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
し
こ
名
を
つ
け

る
セ
ン
ス
も
抜
群
で
し
た
。（
例
え
ば
、
○
○
春
子
ち
ゃ
ん
は
春
の
海
、
○
○
孝
夫

君
は
孝
昇
…
…
）
大
人
に
な
ら
れ
ニ
コ
ニ
コ
堂
を
経
営
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
若
く

し
て
亡
く
な
り
、
そ
の
後
は
奥
様
が
お
店
を
守
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
お
店
の
閉
店

で
こ
の
辺
り
の
景
色
が
変
わ
っ
て
し
ま
い
寂
し
い
限
り
で
す
。

番
町
幼
稚
園
　
副
園
長
　
新
任
の
ご
挨
拶

�

番
町
幼
稚
園
　
副
園
長

�

荒
木
　

久
子

《
編
集
後
記
》

・�

番
町
小
学
校
の
在
校
生
に
は
外
国
籍
の
お
子
さ
ん
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
会
報
誌

も
グ
ロ
ー
バ
ル
な
色
を
出
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
か
も
。（
T
）

・
何
も
し
な
い
編
集
員
、
他
事
に
忙
殺
さ
れ
る
夏
で
し
た
（
S
）

・�

交
流
イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い
や
懇
親
会
で
、
同
窓
会
の
方
々
か
ら
処
方
さ
れ
た

「
言
葉
の
薬
」
が
、
お
陰
様
で
私
の
魂
を
見
事
に
復
活
さ
せ
ま
し
た
。（
E
）

　

二
十
数
年
前
の
保
護
者
の
方
が
現
在
は
運
営
連
絡
委
員
な
ど
様
々
な
形
で
園
を
支

え
て
く
だ
さ
り
、
町
会
を
は
じ
め
地
域
の
皆
様
が
引
き
続
き
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
て
お

り
、
本
当
に
心
強
く
思
わ
ず
「
た
だ
い
ま
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
た
4
月
で
し
た
。

　

改
め
て
、
学
校
や
幼
稚
園
が
時
代
や
世
代
を
超
え
て
人
と
人
を
つ
な
ぎ
、
過
去
と

未
来
を
つ
な
ぐ
場
で
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
方
の
思
い
や
願
い
が
つ
ま
っ
た
か
け
が
え

の
な
い
場
で
あ
る
と
い
う
事
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
ご
縁
に
改
め
て
感
謝
す
る

と
共
に
、
こ
れ
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
、
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
も
、
様
々
に
つ
な
が
り
続
け
る
場
で
あ
る
「
番
町
」
を
、
未
来
に
つ
な
い
で

い
か
れ
る
よ
う
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
と
手
を
携
え
て
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
よ
う
な
ら　
ニ
コ
ニ
コ
堂　

　

昭
和
の
初
期
か
ら
百
年
余
り
番
町
小
学
校
の
教
材
や
文
具
を
扱
っ
て
い
た
ニ
コ
ニ

コ
堂
が
閉
店
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
の
初
め
の
頃
は
、
正
門
の
横
隣
り
に
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
後
、
今
の
場
所
に
移
ら
れ
、
永
く
番
町
小
学
校
の
こ
ど
も
達
が
お
世
話
に


